





寄せ て は返 す海 :絵画Ⅵ
井川怪亮展 (森山町立図書館展示室2004)




























































































































































































い余って走 りすぎて失敗 したと思った｡紫の前に着彩した線色が､この重層化 した紫によっ
てその色の面積が狭められたことと､更に悪 くなったのはこのような垂色により､色味が濁
ってきた印象がしてきたことだ｡最終的な詰めに入ると､殊のほか地図というイメージは排




ジャスパー ･ジョーンズの 地̀図'や "顔"(1956)は2次元の絵画への挑戦でもあった｡
それまで一般的なモチーフは3次元の世界であり､絵で立体感を表現していた｡その中には平
井 川 憧 亮
44
面的なモチーフ (本や布など)も存在していたが､彼のように意図的に､全 く平面 (2次元)





































































註15SHOWSOF5Am STFRIENDSFROM4COUNTRIES (招待5人の個展)SUN画廊 主催 ･金ヤンホ企画 2004
年11月3日～17日 招待作家 :1階井川僅亮 (日本)色と空間､2階カドリン･ケデイシー (米国)自然と生命､3階
ジャン-ピエル ･ブリゴデイオ (仏国)構造と色彩､4階河東哲 (韓国)光と宇宙､地下ユブ･カン (韓国 ･米国)
空と地
註2 平成15(2003)長崎大学公開講座 :地域に根差した美術Ⅴ 演題 ;リサイクル長崎 井川憧亮
